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原
抱
一
庵
訳
「
ジ
ヤ
ン
バ
ル
ジ
ア
ン
」
の
底
本
に
つ
い
て

は
じ
め
に

梁
　
艶

　
原
抱
一
庵
（
一
八
六
六
～
一
九
〇
四
）
は
明
治
期
に
お
け
る
ユ
ゴ
ー
小
説

『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
の
重
要
な
訳
者
で
あ
る
。
彼
が
使
っ
た
底
本
は
英
語

訳
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
1
）
。
抱
一
庵
訳
を
検
討
す
る
に
当
た
り
、

そ
の
底
本
を
確
定
す
る
こ
と
は
大
前
提
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ

ブ
ル
』
の
英
語
訳
も
何
種
類
か
あ
り
、
抱
一
庵
は
い
っ
た
い
ど
の
版
本
に
基

づ
い
て
訳
し
た
の
か
、
ま
だ
判
明
し
て
い
な
い
。
原
抱
一
庵
訳
「
ジ
ヤ
ン
バ

ル
ジ
ア
ン
」
は
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
の
部
分
訳
で
あ
り
、
申
に
は
英
語
の

単
語
や
英
語
発
音
に
当
た
る
振
り
仮
名
な
ど
が
散
在
し
て
い
る
。
特
に
訳
文

　
ウ
ォ
タ
く
ス
も
　
ア
ン
ド
ヘ
シ
ュ
ド
　
ハ
マ
マ
　

「
『
水
、
　
　
冥
　
　
』
篇
」
の
最
後
の
一
段
落
に
は
英
語
の
原
文
が
つ

け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
底
本
を
確
定
す
る
た
め
の
糸
口
だ
ろ
う
。
本
稿
で

は
英
語
の
原
文
及
び
振
り
仮
名
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
「
ジ
ヤ
ン
バ
ル
ジ
ア

ン
」
の
底
本
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

一
　
明
治
期
に
お
け
る
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
の
翻
訳
・
翻
案

　
近
代
日
本
と
ユ
ゴ
ー
と
の
出
会
い
は
自
由
民
権
運
動
家
の
板
垣
退
助
の
ユ

ゴ
ー
訪
問
が
最
初
と
さ
れ
る
。
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
、
板
垣
は
フ
ラ

ン
ス
か
ら
日
本
に
帰
る
と
き
、
西
洋
の
政
治
小
説
、
ユ
ゴ
ー
の
小
説
や
英
語

の
小
説
を
た
く
さ
ん
持
ち
帰
っ
た
。
そ
し
て
、
ユ
ゴ
ー
の
忠
告
に
従
っ
て
、

国
民
に
広
く
自
由
民
権
の
思
想
を
普
及
す
る
た
め
に
、
日
本
の
自
由
民
権
系

の
新
聞
に
ユ
ゴ
ー
の
『
九
十
三
年
』
を
は
じ
め
と
す
る
作
品
を
翻
訳
・
掲
載

さ
せ
た
。
つ
ま
り
、
ユ
ゴ
ー
と
ユ
ゴ
ー
作
品
は
最
初
は
極
め
て
政
治
色
の
濃

い
も
の
と
な
っ
た
（
注
2
）
。
明
治
二
十
年
代
に
入
る
と
、
こ
れ
が
か
な
り
文

学
の
ほ
う
に
傾
く
こ
と
に
な
る
。
徳
富
蘇
峰
を
中
心
と
す
る
『
国
民
之
友
』

一
派
の
ユ
ゴ
ー
受
容
は
文
学
と
政
治
の
両
面
に
わ
た
っ
て
い
た
（
注
3
）
。
こ

の
時
期
に
な
っ
て
初
め
て
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
た
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
も

稲
垣
直
樹
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
一
方
で
文
学
作
品
と
し
て
高
く
評
価

さ
れ
た
が
、
他
方
で
ユ
ゴ
ー
が
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
の
中
で
刑
罰
軽
減
要

求
の
根
拠
と
し
た
「
個
人
に
対
す
る
社
会
の
罪
」
と
い
う
概
念
が
「
弱
者
保

護
の
律
法
」
を
目
指
す
運
動
に
利
用
さ
れ
た
。
「
翻
訳
王
」
の
森
田
思
軒
は
ヨ

本
の
文
学
界
に
初
め
て
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー
の
人
道
主
義
を
紹
介
し
た
功

労
者
で
あ
り
、
ユ
ゴ
ー
が
生
涯
訴
え
続
け
た
死
刑
廃
止
と
い
う
重
い
テ
ー
マ

を
扱
っ
た
作
晶
を
紹
介
し
た
。
森
田
思
軒
は
ユ
ゴ
ー
作
品
を
精
力
的
に
翻
訳

紹
介
し
、
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
に
も
早
く
か
ら
関
心
を
寄
せ
、
四
十
歳
に
な

っ
た
ら
翻
訳
に
手
を
つ
け
た
い
と
周
囲
に
漏
ら
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ

を
果
た
さ
ぬ
ま
ま
病
を
得
て
、
三
十
六
歳
と
い
う
若
さ
で
逝
去
し
た
。
明
治

三
十
年
代
に
は
政
治
的
傾
向
が
弱
ま
り
、
も
っ
ぱ
ら
ユ
ゴ
ー
の
文
学
的
側
面

が
衆
目
を
集
め
る
に
至
る
。
明
治
三
十
五
年
十
月
人
日
か
ら
明
治
三
十
六
年

八
月
二
十
二
日
に
か
け
て
黒
岩
涙
香
が
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
を
『
臆
無
情
』

と
題
し
、
『
萬
学
報
』
に
掲
載
し
て
い
る
。
こ
れ
を
象
徴
と
し
て
、
明
治
期
日

本
に
お
け
る
ユ
ゴ
ー
作
品
翻
訳
は
絶
頂
期
を
迎
え
た
と
言
え
る
。

　
明
治
期
に
お
け
る
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
（
卜
題
ミ
慰
ミ
ミ
舞
一
。
。
＄
）
の
日
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本
語
訳
や
翻
案
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
眉
墨
山
撫
（
井
上
勤
）
訳
「
寸
断
分
裂
／
美
人
之
腸
」
（
『
文
学
煮
花
』
明

治
二
十
年
十
二
月
）

・
滲
荘
居
士
（
長
沢
別
天
）
訳
「
落
醜
」
（
『
筆
之
力
』
明
治
二
十
二
年
六
月
）

・
採
菊
散
人
補
綴
「
配
所
の
月
」
（
『
や
ま
と
新
聞
』
明
治
二
十
四
年
四
月
～

六
月
〃
十
⊥
二
日
）

・
古
桐
軒
主
人
（
田
山
花
櫛
）
翻
案
「
山
水
家
」
（
『
千
紫
万
紅
』
第
八
号
、

明
治
二
十
五
年
三
月
二
十
五
日
）

・
原
抱
一
庵
訳
「
ジ
ヤ
ン
バ
ル
ジ
ア
ン
」
（
『
国
民
新
聞
』
明
治
二
十
五
年
五

　
月
界
昌
～
八
月
二
十
八
月
）

・
無
名
氏
（
原
抱
一
庵
？
）
訳
「
哀
史
の
片
鱗
」
（
『
自
由
新
聞
』
明
治
二
十

六
年
一
月
十
五
日
～
二
月
二
日
）
（
注
4
）

・
原
抱
一
庵
訳
「
A
B
C
組
合
」
（
『
少
年
園
』
明
治
二
十
七
年
十
一
月
三
目

～
明
治
二
十
八
年
四
月
十
八
日
）

・
福
地
桜
痴
翻
案
「
臆
浮
世
」
（
『
朝
野
新
聞
』
明
治
二
十
八
年
十
一
月
）

・
原
抱
一
庵
翻
案
「
暁
鐘
」
（
『
太
陽
』
明
治
二
十
九
年
四
月
）

・
原
抱
一
庵
訳
「
『
水
、
冥
』
篇
」
（
『
文
芸
倶
楽
部
』
第
二
巻
第
九
編
、
明
治

二
十
九
年
七
月
二
十
五
日
）

・
福
地
桜
痴
翻
案
「
あ
わ
れ
浮
世
」

（『

ｾ
陽
』
明
治
三
十
年
一
月
～
四
月
）

・
原
抱
一
庵
訳
『
A
B
C
組
合
』
（
単
行
本
）
（
内
外
出
版
協
会
、
明
治
三
十

五
年
二
月
）

・
黒
岩
薫
香
訳
「
臆
無
情
」
（
『
萬
朝
報
』
明
治
三
十
五
年
十
月

九
日
～
明
治
三
十
六
年
八
月
二
十
二
日
）

（
小
引
八
日
）

・
山
路
愛
山
↑
訳
『
繊
悔
』
　
（
『
民
友
社
』
明
治
一
二
十
六
年
二
月
〔
）

・
高
安
月
郊
訳
「
浮
世
之
責
」
（
『
文
芸
界
』
明
治
三
十
六
年
六
月
）

・
黒
岩
涙
香
訳
『
臆
無
情
』
（
単
行
本
、
二
身
）
（
扶
桑
堂
、
明
治
三
十
九
年

　
一
月
、
後
編
二
月
刊
）

・
喜
平
訳
「
恋
の
魔
」
（
「
哀
史
」
よ
り
）
（
『
文
庫
』
明
治
三
十
九
年
四
月
）

　
明
治
二
十
年
代
に
お
け
る
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
の
翻
訳
は
ほ
と
ん
ど
断

片
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
原
抱
一
庵
訳
は
際
立
っ
て
い
る
。
原
抱

一
庵
は
師
と
仰
ぐ
森
田
思
軒
に
劣
ら
ず
非
常
に
真
摯
な
態
度
で
『
レ
・
ミ
ゼ

ラ
ブ
ル
』
を
翻
訳
し
、
部
分
訳
「
ジ
ヤ
ン
バ
ル
ジ
ア
ン
」
、
「
哀
史
の
片
鱗
」
、

「
A
B
C
組
合
」
、
「
『
水
、
冥
』
篇
」
や
翻
案
「
暁
鐘
」
を
続
々
と
発
表
し
た
。

当
時
樋
口
一
葉
も
「
ジ
ヤ
ン
バ
ル
ジ
ア
ン
」
を
視
野
に
入
れ
て
お
り
、
「
琴
の

音
」
と
い
う
作
品
の
創
作
も
抱
一
庵
訳
と
関
連
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
注
5
）
。
「
『
水
、
冥
』
篇
」
は
「
ジ
ヤ
ン
バ
ル
ジ
ア
ン
」
の
中
の
一
節
で
あ

り
、
明
治
二
十
五
年
六
月
十
四
日
『
国
民
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
だ
け
で
な

く
、
「
海
嚇
十
指
…
小
説
」
と
し
て
明
治
二
十
九
年
七
月
二
十
五
日
『
文
芸
倶
楽

部
』
の
臨
時
増
刊
に
も
掲
げ
ら
れ
た
。
殊
に
「
A
B
C
組
合
」
は
明
治
三
十

五
年
内
外
出
版
協
会
に
よ
っ
て
単
行
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
原
抱
一
庵
は

『
早
稲
田
文
学
』
（
第
九
十
九
号
と
第
百
号
、
明
治
二
十
八
年
十
一
月
）
に
「
『
哀

史
』
を
読
む
］
と
い
う
文
章
を
寄
せ
、
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
の
内
容
や
登
場

人
物
を
紹
介
し
、
ユ
ゴ
ー
の
思
想
や
抱
一
庵
の
翻
訳
に
つ
い
て
述
べ
、
抱
一

庵
自
身
の
感
想
も
語
っ
て
い
る
。

　
原
抱
一
庵
が
ユ
ゴ
ー
の
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
森

田
思
軒
か
ら
影
響
を
受
け
た
た
め
だ
け
で
な
く
、
福
島
事
件
の
巻
き
添
え
で
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未
決
監
に
入
れ
ら
れ
た
経
験
と
も
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
抱
一
庵
は

「
『
哀
史
』
を
読
む
」
（
『
早
稲
田
文
学
』
第
百
号
）
の
最
後
で
は
以
下
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
（
傍
線
ー
ー
梁
）
。

今
歳
十
月
郷
里
に
饒
省
す
、
郷
人
論
げ
て
曰
く
「
今
年
に
入
り
て
福
島

　
濫
に
於
て
死
刑
を
行

有
の
こ
と
」
と

余
は
端
な
く
ユ
ー
ゴ
ー
先
生
の る
前
後
八
回
、
蓋
し
監
獄
あ
り
て
よ
り
未
曾

浩
化
が
　
個
人
に

は
ハ
く
は
拳
會
を
し
て
之
を
成
就
せ
し
め
よ

に
背
に
汗
す
る
の
み
に
あ
ら
ざ
り
き

感
吟
悲
苦
あ
る
毎
に
余
は
轍
ち
『
哀
史
』
を
讃
む
。
八
省
半
月
二
戸
客
と

絶
ち
親
む
所
思
だ
此
の
一
本
の
み
。
読
む
こ
と
幾
た
び
に
し
て
感
恒
ね
に

新
た
な
り
。
舷
窓
孤
坐
思
緒
の
ゆ
く
に
任
か
せ
漫
筆
書
記
し
て
遥
か
に

『
早
稲
田
文
學
』
記
者
に
寄
す
。

ユ
ー
ゴ
ー
文
學
に
就
て
不
肖
の
見
る
所
何
ぞ
之
に
蓋
き
む
。
記
者
若
し
之

を
許
さ
ば
既
に
半
ば
を
二
黒
せ
る
．
『
哀
史
片
鱗
』
（
哀
史
の
抄
謬
）
と
と

も
に
再
び
貴
紙
を
漬
さ
ん
か
な
。

　
　
　
乙
未
十
月
下
溝
郷
里
福
島
に
撃
て
　
原
　
生
　
湿
す
。
　
（
注
6
）

　
　
　
し
た
る
戸
の
も
の

の
句
を
憶
ひ
起
し
漸
亡
帝
口

　
「
末
末
十
月
」
は
明
治
二
十
八
年
十
月
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
抱
一
庵
が

貧
困
の
ど
ん
底
に
陥
り
、
福
島
と
東
京
間
を
し
ば
し
ば
往
復
し
て
い
た
ら
し

い
。
当
時
福
島
監
獄
の
死
刑
執
行
に
関
心
を
寄
せ
、
ユ
ゴ
ー
の
「
社
会
の
罪
」

と
「
死
刑
廃
止
」
の
考
え
方
に
共
鳴
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

二
　
原
抱
一
庵
訳
「
ジ
ヤ
ン
バ
ル
ジ
ア
ン
」
に
つ
い
て

　
明
治
二
十
五
年
五
月
八
日
か
ら
八
月
二
十
八
日
に
か
け
て
原
抱
一
庵
は
ユ

ゴ
ー
原
作
の
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
の
抄
訳
「
ジ
ヤ
ン
バ
ル
ジ
ア
ン
」
（
注
7
）

を
『
国
民
新
聞
』
に
連
載
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
ジ
ヤ
ン
バ
ル
ジ
ア
ン
」
（
明

治
二
十
五
年
五
月
八
日
～
六
月
五
日
）
、
「
『
水
、
冥
』
篇
」
（
六
月
十
四
日
）
、

「
白
日
行
の
闇
」
（
六
月
十
九
日
～
七
月
二
十
四
日
）
、
「
断
頭
台
」
（
八
月
十

四
日
～
八
月
二
十
一
日
）
、
「
僧
哲
ミ
リ
エ
ル
」
（
八
月
二
十
八
日
）
で
構
成
さ

れ
た
も
の
で
、
『
レ
ニ
、
、
ゼ
ラ
ブ
ル
』
の
第
一
部
「
フ
ァ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
」
の
中

か
ら
一
部
分
を
抜
き
出
し
て
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
原
抱
一
庵
は
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
を
翻
訳
す
る
際
、
「
『
水
、
冥
』
篇
の

後
『
新
悲
哀
』
の
章
次
て
起
る
然
れ
ど
も
思
ふ
と
こ
ろ
あ
り
遡
り
て
『
白
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

行
の
闇
』
（
弓
げ
。
巳
c
q
巨
o
h
卑
創
世
．
ψ
器
日
犀
）
を
先
づ
織
し
縫
く
」
（
注
8
）
と
い

う
ふ
う
に
、
原
文
の
順
序
を
無
視
し
て
い
た
。
そ
の
内
容
は
豊
島
与
志
雄
訳

『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
）
と
対
照
す
れ
ば
、
「
ジ

ヤ
ン
バ
ル
ジ
ア
ン
」
は
豊
島
訳
の
第
一
部
の
第
二
編
「
墜
落
」
の
第
六
章
「
ジ

ャ
ン
・
ヴ
ァ
ル
ジ
ャ
ン
」
と
第
七
章
「
絶
望
の
ど
ん
底
」
に
当
た
り
、
「
『
水
、

冥
』
篇
」
は
第
八
章
「
海
洋
と
闇
夜
」
に
当
た
り
、
「
白
日
行
の
闇
」
は
第
一

章
「
終
日
歩
き
通
し
た
日
の
夜
」
に
相
当
す
る
。
「
断
頭
台
」
は
第
一
部
第
一

編
「
正
し
き
人
」
の
第
四
章
「
言
葉
に
ふ
さ
わ
し
い
行
な
い
」
の
後
半
部
分

の
内
容
に
当
た
り
、
「
特
掲
ミ
リ
ェ
ル
」
は
第
一
部
第
一
編
第
二
章
「
ミ
リ
エ

ル
氏
ビ
ヤ
ン
ヴ
ニ
ュ
閣
下
と
な
る
」
の
前
半
部
分
に
相
当
す
る
。

　
　
「
ジ
ヤ
ン
バ
ル
ジ
ア
ン
」
の
掲
載
が
始
ま
る
前
に
、
原
抱
一
庵
は
「
題
未

定
」
と
い
う
文
章
を
『
国
民
新
聞
』
に
発
表
し
た
。
『
哀
史
』
の
主
人
公
ジ
ャ
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ン
バ
ル
ジ
ア
ン
を
紹
介
し
、

も
述
べ
て
い
る
。

自
分
の
感
想
及
び
『
哀
史
』
を
翻
訳
す
る
経
緯

正
直
敏
明
な
る
一
個
の
男
子
、
有
ら
ん
限
り
の
手
段
を
つ
く
し
て
一
家

九
口
の
飢
を
支
え
ん
と
苦
し
み
モ
ガ
く
も
、
有
ら
ん
限
り
の
手
段
は
今

や
無
と
な
れ
り
、
薙
に
於
て
渠
は
官
許
の
麺
包
を
慰
め
り
、
之
が
為
め

に
渠
は
囚
徒
と
な
れ
り
。

少
な
く
も
戸
数
、
千
を
有
す
る
市
に
住
す
る
諸
君
は
、
必
ら
ず
此
の
一

個
の
『
渠
』
を
有
す
べ
し
。

天
外
に
國
あ
り
、
不
幸
此
の
一
個
の
産
物
を
敏
く
。

諸
君
に
し
て
若
し
其
國
に
赴
く
こ
と
あ
り
と
す
れ
ば
、
訴
訟
な
る
言
僻

を
以
て
諸
君
は
諸
君
の
名
産
を
彼
の
國
人
に
披
露
し
説
明
せ
ん
と
す
る

や
。
ヒ
ュ
じ
マ
ニ
チ
　

人
情
の
達
人
句
勢
の
ユ
ゴ
ー
先
生
は
叙
し
て
下
の
如
く
云
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル

以
下
記
す
る
所
の
渠
と
は
『
哀
史
』
の
主
人
公
ジ
ヤ
ン
バ
ル
ヂ
エ
ン

是
な
り
。

　
し
ば
ノ
＼
國
民
新
聞
社
諸
兄
の
懇
騒
を
辱
な
ふ
し
て
辞
さ
ん
様
な
く

　
　
ラ
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル

　
『
哀
史
』
の
う
ち
フ
ハ
ン
テ
イ
ー
ン
の
篇
三
章
を
諜
し
も
て
其
位

　
意
に
酬
へ
ん
と
思
ひ
立
ち
過
ぐ
る
頃
よ
り
夜
な
ノ
＼
反
復
熟
閲
し
本

　
夕
は
し
め
て
筆
を
染
む
る
の
運
び
に
立
至
れ
る
に
國
元
よ
り
久
々
に

　
て
母
上
の
上
り
こ
さ
る
、
あ
り
思
軒
居
士
の
所
謂
幾
度
見
ゆ
る
も
新

　
ら
し
き
小
面
に
接
し
て
は
何
事
の
手
に
つ
く
や
う
も
な
く
暁
ま
て
語

　
り
明
し
青
し
同
新
冠
翻
を
見
て
始
め
て
驚
き
呆
る
、
の
み
。
今

　
は
只
た
諸
兄
の
寛
恕
を
仰
ぐ
よ
り
飽
に
詮
な
し

後
の
分
は
日
な
ら
ず
し
て
差
出
す
べ
し
。
三
章
の
中
に
は
彼
の
『
破

船
の
人
』
の
章
を
も
軍
た
り
。
日
曜
日
午
前
四
時
老
母
の
枕
頭
に
侍

し
て
。
抱
一
庵
。
（
注
9
）

　
「
題
未
定
」
は
明
治
二
十
五
年
五
月
一
日
（
日
曜
日
）
に
『
国
民
新
聞
』

に
掲
載
さ
れ
た
。
同
年
四
月
三
十
日
置
該
新
聞
で
は
「
潤
曜
日
附
録
」
と
い

う
欄
が
設
定
さ
れ
、
翌
日
掲
載
の
文
章
の
タ
イ
ト
ル
と
作
者
を
予
告
し
て
い

る
。
原
抱
一
庵
の
「
題
未
定
」
は
一
番
目
に
置
か
れ
て
い
る
。
右
記
の
引
用

文
に
あ
る
「
同
薪
聞
の
度
告
」
と
は
お
そ
ら
く
「
日
曜
臼
附
録
」
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
明
治
二
十
五
年
四
月
二
十
九
臼
『
国
民
新
聞
』
の
広
告
で
は
、
叢
書

「
少
年
文
学
」
第
十
一
編
村
井
弦
斎
著
『
紀
文
大
尽
』
の
発
免
を
宣
伝
し
て

い
た
と
同
時
に
、
「
少
年
文
学
目
次
」
も
掲
げ
ら
れ
、
第
十
二
編
原
抱
一
庵
著

『
大
石
良
雄
』
は
大
文
字
で
強
調
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
れ
は
意
識
的
に
か
無
意
識
的
に
か
、
読
者
の
注
目
を
引
く
目
的
を
果
た

し
た
だ
ろ
う
。
訳
文
を
連
載
し
て
い
る
う
ち
に
、
原
抱
一
庵
も
絶
え
ず
読
者

を
意
識
し
て
い
る
。
明
治
二
十
五
年
七
月
二
十
四
日
「
白
日
行
の
闇
」
を
訳

し
終
わ
っ
た
後
、
「
『
余
は
御
身
の
名
を
知
る
、
御
身
の
名
は
『
吾
兄
弟
』
な

り
』
と
云
へ
て
ジ
ヤ
ン
バ
ル
ジ
ヤ
ン
を
歓
ひ
迎
へ
た
る
出
産
ミ
リ
エ
ル
君
次

回
よ
り
現
れ
出
づ
、
僧
哲
ミ
リ
エ
ル
君
是
れ
又
哀
史
中
の
一
巨
人
な
り
」
（
注

1
0
）
と
い
う
予
告
を
つ
け
て
い
る
。
読
者
の
興
味
を
そ
そ
る
た
め
だ
と
考
え

ら
れ
る
。

　
明
治
二
十
五
年
五
月
二
十
九
日
に
掲
載
さ
れ
た
「
ジ
ヤ
ン
バ
ル
ジ
ア
ン
」

に
は
二
個
人
に
対
し
て
の
社
会
の
罪
」
（
注
1
1
）
と
い
う
表
現
が
見
え
る
。

ま
た
、
明
治
二
十
五
年
八
月
十
四
日
掲
載
の
章
「
断
頭
台
」
の
直
前
に
「
廃
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死
刑
は
ユ
ゴ
ー
先
生
畢
生
の
持
論
よ
り
随
見
録
ク
ラ
ウ
ド
に
於
て
も
之
を
謂

ひ
哀
史
プ
ア
ン
テ
イ
ン
篇
に
於
て
も
之
を
謂
ふ
（
中
略
）
菰
に
於
て
余
は
僧

哲
が
一
個
の
罪
囚
と
供
に
断
頭
墓
に
立
て
る
一
節
を
繹
出
す
著
者
持
論
の
存

す
る
所
随
ふ
て
ミ
リ
エ
ル
君
面
目
の
存
ず
る
所
な
る
べ
き
を
思
へ
ば
な
り
」

（
注
1
2
）
と
い
う
前
書
き
も
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
箇
所
か
ら
原
抱
一
庵
が
注

目
し
て
い
た
の
は
ユ
ゴ
ー
が
主
張
し
た
「
社
会
の
罪
」
と
「
死
刑
廃
止
」
で

あ
る
と
窺
え
る
だ
ろ
う
。

　
抱
一
庵
は
「
ジ
ヤ
ン
バ
ル
ジ
ア
ン
」
の
翻
訳
に
当
た
り
、
森
田
思
軒
の
指

摘
や
教
え
を
受
け
て
い
た
。
「
本
篇
に
筆
を
進
む
る
當
初
よ
り
余
は
吾
思
軒
先

生
に
教
を
乞
ふ
も
の
多
か
り
き
唯
だ
画
筆
未
だ
足
ら
ず
し
て
教
を
受
け
た
る

旨
を
誤
り
課
せ
る
も
斜
な
か
ら
ぬ
な
り
前
々
回
の
如
き
殊
に
得
り
余
の
懊
悩

実
に
堪
ふ
可
ら
ず
全
篇
課
了
の
後
ぜ
め
て
は
彼
の
一
回
の
み
な
り
と
も
更
ら

に
改
諜
す
る
の
恵
を
吾
に
垂
れ
ら
れ
ん
こ
と
を
余
は
豫
じ
め
之
を
切
に
讃
者

に
乞
は
ざ
る
を
得
ず
」
（
『
国
民
新
聞
』
明
治
二
十
五
年
五
月
二
十
九
旧
）
（
注

1
3
）
と
い
う
翻
訳
の
後
記
は
こ
の
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
原
抱
一
庵
は
自
分

の
力
の
足
り
な
さ
を
自
覚
し
、
訳
し
直
す
こ
と
ま
で
考
え
て
い
た
。
彼
の
真

剣
な
翻
訳
態
度
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
抱
一
庵
は
「
思
軒
居
士
の
所

謂
力
足
ら
ず
興
飢
へ
資
す
き
も
の
か
今
回
は
如
何
に
し
て
も
筆
端
砦
束
し
て

文
を
な
し
難
し
如
か
ず
讃
者
に
樹
す
る
文
の
短
き
の
罪
を
自
か
ら
負
ふ
て
徐

か
に
吾
文
を
練
磨
せ
ん
に
は
」
（
『
国
民
新
聞
』
明
治
二
十
五
年
六
月
五
日
）

（
注
1
4
）
と
い
う
後
記
を
通
し
て
、
読
者
の
期
待
に
添
え
な
い
こ
と
に
残
念

の
意
を
表
し
た
。

　
要
す
る
に
、
「
ジ
ヤ
ン
バ
ル
ジ
ア
ン
」
は
、
原
抱
一
庵
浴
読
者
の
存
在
を
強

く
意
識
し
な
が
ら
、
自
分
な
り
の
選
択
基
準
で
『
レ
ニ
・
、
ゼ
ラ
ブ
ル
』
を
抜

粋
し
て
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
抱
一
庵
は
全
編
を
翻
訳
し
よ
う

と
思
っ
て
い
た
が
、
筆
が
立
た
な
く
翻
訳
能
力
も
足
り
な
い
た
め
、
全
編
を

翻
訳
し
切
れ
ず
申
途
半
端
に
や
め
て
し
ま
っ
た
。

三
　
　
「
ジ
ヤ
ン
バ
ル
ジ
ア
ン
」
の
底
本
に
つ
い
て

　
原
抱
一
庵
は
「
ジ
ヤ
ン
バ
ル
ジ
ア
ン
」
の
「
『
水
、
冥
』
篇
」
で
は
、
最
後

の
一
段
落
に
、
そ
の
部
分
に
対
応
す
る
英
語
の
原
文
も
つ
け
加
え
、
謙
虚
に

読
者
の
教
示
を
願
っ
て
い
た
。
「
藪
に
原
文
を
挿
入
せ
る
は
世
に
識
者
あ
り
無

力
の
足
ら
ざ
る
を
ア
ワ
レ
み
示
教
の
恵
を
垂
れ
ら
る
、
の
榮
あ
る
べ
き
を
思

へ
ば
な
り
。
遺
恨
な
り
、
吾
の
學
に
志
す
十
年
乱
れ
た
る
の
こ
と
や
」
と
抱

一
庵
は
附
記
し
て
い
た
（
注
1
5
）
。
抱
一
庵
が
使
っ
た
底
本
を
考
察
す
る
場
合
、

こ
こ
に
あ
る
英
語
の
原
文
を
明
治
二
十
五
（
一
八
九
二
）
年
五
月
ま
で
に
出

版
さ
れ
た
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
の
英
語
訳
と
比
較
す
れ
ば
、
確
定
で
き
る

だ
ろ
う
。

　
ユ
ゴ
ー
の
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
は
全
体
で
五
部
仕
立
て
に
な
っ
て
い
る
。

第
一
部
は
一
八
六
二
年
三
月
三
十
日
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
出
版
さ
れ
、
四
ヨ

遅
れ
て
四
月
三
日
に
パ
リ
で
出
版
さ
れ
た
。
第
二
部
と
第
三
部
は
同
年
五
月

十
五
旧
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
と
パ
リ
で
同
時
に
出
版
さ
れ
、
第
四
部
と
第
五
部

は
同
年
六
月
三
十
日
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
と
パ
リ
で
同
時
出
版
と
な
っ
た
。

『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
は
出
版
と
同
時
に
誰
も
が
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
爆

発
的
な
売
れ
行
き
を
示
し
た
（
注
1
6
）
。
英
語
訳
も
同
年
ア
メ
リ
カ
版
と
イ
ギ

リ
ス
版
が
出
た
。
抱
一
庵
訳
「
ジ
ヤ
ン
バ
ル
ジ
ア
ン
」
が
出
る
前
の
英
訳
本

に
つ
い
て
、
入
手
で
き
た
次
の
三
種
の
内
容
を
比
較
し
た
（
注
1
7
）
。
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①
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δ
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閑
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版
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八
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卜
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国
g
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巴
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0
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陣
O
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O
誌
G
q
ぎ
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器
昌
O
戸
σ
k
O
ず
器
・
潮
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乏
自
げ
0
9
●
Z
O
≦
ノ
δ
蒔
”
0
9
二
9
0
P
℃
‘
σ
＝
。
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ゴ
0
ひ

　
避
ω
u
⇒
δ
卑
α
≦
㊤
図
（
巨
。
即
d
］
）
O
知
O
＞
因
い
国
↓
O
Z
）
」
◎
o
α
駆
●
）

③
翻
訳
者
“
冒
菩
色
国
＝
巷
α
Q
o
。
9
出
版
社
”
Z
⑦
≦
ノ
δ
爵
臣
。
巳
舘
メ
ρ
o
≦
o
＝
昏

　
0
9
出
版
年
月
”
一
八
八
七
（
卜
禽
ミ
隷
議
ミ
恥
臼
ξ
≦
〇
一
霞
缶
‘
σ
Q
9
葺
9
霧
一
9
⑦
傷

　
中
O
ヨ
仔
¢
剛
δ
昌
◎
げ
げ
k
H
器
げ
巴
蜀
．
＝
9
℃
σ
q
o
o
9
プ
δ
≦
躍
δ
爵
”
↓
『
O
巳
曽
。
・

　
メ
O
δ
≦
¢
＝
粋
O
O
」
o
◎
◎
◎
刈
●
）

　
比
較
の
対
象
と
な
る
訳
者
は
O
冨
触
δ
ω
田
・
著
ま
。
ξ
と
一
鐙
σ
9
雪
国
巷
α
q
o
o
色

で
あ
る
。
圃
罫
σ
9
狽
寓
巷
σ
Q
o
o
傷
訳
は
一
八
入
七
年
に
出
版
さ
れ
た
が
、
O
プ
巴
＄

田
．
妻
ま
。
ξ
訳
は
二
つ
の
版
本
浴
あ
り
、
一
八
六
二
年
に
出
版
さ
れ
た
も
の

と
一
八
六
四
年
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
原
抱
一
庵
は
「
ジ
ヤ
ン
バ
ル
ジ
ア
ン
」
で
は
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
の
第

一
部
「
フ
ァ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
」
の
第
二
編
「
墜
落
」
の
第
一
回
、
第
七
回
、
第

八
回
と
第
九
回
の
見
出
し
に
英
語
発
音
に
相
当
す
る
振
り
仮
名
を
つ
け
て
い

る
か
、
あ
る
い
は
英
語
の
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
底
本
を

確
定
す
る
た
め
の
手
が
か
り
だ
と
思
わ
れ
る
。

【「

W
ヤ
ン
バ
ル
ジ
ア
ン
」
】
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

第
一
回
　
『
白
日
行
の
闇
』
（
目
ゴ
¢
巳
G
q
ぼ
。
富
α
曙
、
。
・
冨
賦
活
）

　
　
　
　
　
ゼ
ヨ
テ
プ
ス
ヘ
オ
ブ
デ
ス
ベ
イ
ア
　

第
七
回
　
『
絶
望
の
多
胎
』

　
　
　
　
　
ウ
ォ
タ
　
ス
ヘ
ア
ン
ド
ヘ
シ
ュ
ド
　
　
マ
マ
　

第
八
回
『
水
、
　
冥
』

　
　
　
　
　
ニ
ュ
モ
ヘ
グ
リ
　
フ
ス

第
九
回
　
　
『
薪
悲
哀
』

【
O
プ
震
δ
ω
国
幽
を
自
σ
O
二
翻
訳
（
一
八
六
二
）
】
“

一
月
げ
①
　
Z
お
巨
　
O
h
　
＞
　
O
避
、
ω
　
月
§
日
℃

＜
自
目
ず
①
　
U
①
℃
葺
ω
O
閏
　
U
①
。
・
℃
9
『

＜
口
H
　
弓
ず
O
　
壽
縛
0
δ
　》
旨
亀
　
↓
げ
①
　
の
け
9
α
O
≦

H
×
］
Z
①
芝
　Q
ユ
0
涼

　　　　　
×目＝同冨　　密→冒冨島
≦冨① ｳ宅

　　o　》H｝〉（　Pt　　　　－

　　φ一望　　　）
　α）　 月一
　甕毒’●
　o　　 ℃　≦

習
旨
σ
o
這
．
匡
巷
α
。
o
o
α
．
訳
（
一
八
八
七
）
】
”

同
　
目
げ
¢
　
宙
＜
①
巳
ロ
G
q
O
h
　
＞
　
U
O
k
O
恥
　
壽
貯
ぎ
α
q

＜
口
　
↓
げ
¢
　
一
腰
＠
ユ
O
吋
　
O
h
　
一
）
⑦
ψ
℃
9
堅

く
目
剛
　
切
コ
出
一
〇
≦
・
ω
　
〉
出
q
　
o
o
げ
騨
α
O
≦
砂
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一
×
　
　
ツ
嗣
0
ミ
　
　
↓
搬
〇
二
σ
一
〇
の

　
そ
の
振
り
仮
名
の
発
音
を
英
語
に
還
元
す
れ
ば
、
「
ジ
ヤ
ン
バ
ル
ジ
ア
ン
」

の
中
の
小
見
出
し
は
房
ρ
σ
鉱
蜀
．
鎖
巷
鯵
q
o
o
住
訳
の
と
は
全
然
違
う
。
そ
れ
に
対

し
て
、
O
冨
二
〇
ω
即
芝
ま
。
ξ
訳
の
タ
イ
ト
ル
と
は
全
く
一
致
し
て
い
る
。

　
　
「
『
水
、
冥
』
篇
」
に
あ
る
英
語
原
文
と
上
記
の
三
つ
の
英
語
訳
の
当
た
る

部
分
を
並
べ
て
比
較
す
れ
ば
、
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
（
囲
み
線
、
傍
点
と

太
字
は
筆
者
に
よ
る
）
。

【「

?
A
冥
」
篇
（
『
国
民
新
聞
』
明
治
二
十
五
年
六
月
十
四
日
）
】

ロ
　
　
　
ロ

O
冒
矯
一
日
b
一
帥
O
釣
げ
一
〇
］
B
㊤
円
O
げ
O
防
げ
奎
β
9
目
ω
0
9
魯
図
圃

】
）
¢
ω
琶
g
凶
魯
9
暮
口
9
巳
。
3
。
募
§
舞
五
お
房
園
圏
輿
0
8
β
尋
⑦
δ
融
＝
帥
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

↓
げ
讐
一
ゴ
①
一
P
≦
一
〇
房
ゆ
コ
一
〇
】
β
一
5
0
仁
㎝
9
0
。
拶
℃
づ
①
無
二
づ
0
0
0
h
巴
α
帰

サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
の
　
ロ
　
ロ
　
の

禽9

T
白
O
村
ρ
一
一
》
O
層
停
冒
一

ぎ
．
・
・
9
暮
①
隷
睾
脚
紳
婁
α
・
冨
團
≦
巨
。
；
¢
三
巴
一
碧
。
霧
泣

く
δ
臨
円
ロ
。
。
．
↓
げ
②
ω
0
β
一
〇
〇
件
『
0
ヨ
0
9
q
a
仁
吋
0
一
②
o
o
頓
巨
房
¢
円
k
・

日
げ
⑦
ω
O
巳
α
ほ
津
置
α
q
貯
一
び
讐
の
0
㊤
］
β
ρ
図
σ
Φ
O
O
§
［
〇
四
〇
〇
憎
℃
の
9
≦
『
O
ω
財
薗
＝
お
磐
O
村
O
騨

團
葎
（
注
1
8
）

【「

?
A
冥
」
篇
（
『
文
芸
倶
楽
部
』
明
治
二
十
九
年
七
月
）
】
“

ロ
　
　
　
コ

O
謬
w
一
襲
づ
冨
O
⇔
げ
5
ヨ
9
円
O
ゴ
O
h
『
⊆
ヨ
㊤
コ
の
0
9
曇
k
博

O
⑦
。
・
琶
a
8
0
馬
ヨ
9
き
9
0
馬
ω
o
巳
。
・
旨
9
匿
福
蒜
團
蓼
O
。
①
き
鴇
≦
冨
円
ゆ
貯
＝

㊤
＝
賢
げ
⑤
一
酔
ゲ
①
一
ρ
♂
＜
一
〇
↓
ω
貯
一
一
煙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

○
§
臼
昌
0
9
。
。
9
0
0
9
℃
℃
Φ
¢
同
9
昌
O
¢
O
栃
巴
住
噂

サ
　
　
　
　
ロ
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
　
　
　
　
ロ

O
匿
・
ヨ
O
円
巴
】
）
㊦
”
酔
ぎ
圃

穿
．
・
・
器
芸
①
轟
準
趣
一
か
曇
↓
團
垂
。
；
§
§
；
≦
藝
．
・
訂

コ
　
　
　
　
　
リ

≦
O
怠
8
切

目
げ
O
o
。
①
9
｝
ω
博
財
⑦
ヨ
①
9
0
り
9
↓
鉱
①
o
自
切
§
［
一
ω
①
恥
部
・

円
ず
0
ω
O
儲
一
陽
誌
悼
一
昌
α
Q
一
β
一
げ
舞
切
⑦
9
導
9
翼
σ
O
O
O
旨
0
ρ
O
O
円
℃
ω
9
老
く
ぴ
O
ω
7
巴
一
円
O
Q
。
一
〇
↓
0
犀

團
悉
（
注
1
9
）

　【

n
げ
櫛
＝
o
。
。
国
．
≦
径
Q
‘
円
訳
　
（
一
人
六
二
）
｝
”
　
　
コ

　
ロ
　
　
　
　
O
サ
博
ゴ
β
℃
一
9
0
㊤
σ
冨
】
B
弩
O
ゴ
O
h
ゲ
ニ
旨
聾
匂
o
O
O
沖
O
↓
絃
回
）
O
Q
駐
す
5
0
↓
δ
昌
O
団
巳
O
旨
9
嵩
侮
O
h

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
サ
　
　
　
　
　
ロ

。。

n
巳
ω
目
薗
脱
叶
一
口
α
q
ぱ
切
辱
濁
目
口
一
〇
〇
〇
9
P
芝
げ
0
『
0
壁
＝
巴
一
け
ぽ
碧
酔
げ
④
冨
≦
δ
三
半
＝
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
ロ
　
　
の
　
　
　

O
日
一
昌
O
仁
④
血
一
〇
。
9
唱
℃
Φ
9
円
僧
⇒
O
⑰
O
h
巴
ユ
凹
O
ぽ
9
§
O
同
巴
O
⑦
9
件
ぎ
搏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
　
の
　
　
　
コ
　
　

の
　
　
　
　
　
　

り
　
　
の
　
　
　
つ
　
　
ロ
　
　
の

目
げ
①
器
簿
一
ω
一
ぽ
0
窪
O
図
O
『
9
ず
一
①
巳
o
Q
ぼ
ヨ
8
≦
竃
O
ず
§
¢
℃
③
昌
9
一
一
9
≦
0
9
ω
↓
o
陰
障
砿

く
凶
O
昏
B
o
・
・
日
ゴ
O
ψ
①
9
♂
一
げ
④
］
B
¢
櫛
ω
‘
目
9
①
o
。
ψ
ヨ
貯
0
越
・

月
冨
の
〇
三
島
痒
宣
僻
鼠
臼
9
の
o
ρ
巨
避
σ
ゆ
8
ヨ
¢
ρ
8
壱
。
。
9
≦
げ
。
。
・
ケ
9
。
＝
お
ψ
8
屋
ぱ

8
蒔
け
勺
（
①
、
電
q
）

【
O
げ
〇
二
Φ
ω
国
・
を
瞭
げ
O
q
円
訳
　
（
一
八
六
四
）
】
　
“

　
ロ

O
一
§
6
冨
0
9
δ
ヨ
簿
8
げ
．
O
h
ゴ
⊆
ヨ
9
昌
の
0
9
9
k
一
U
O
◎
。
跨
⊆
9
δ
昌
O
騰
ヨ
Φ
口
㊤
昌
傷
O
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
ロ
　
ロ
　
　
じ

ω
O
巳
も
。
日
母
犀
ぎ
α
Q
ぽ
㎝
履
鍛
俸
巨
O
O
㊥
薗
P
≦
ず
0
器
貯
＝
卑
＝
一
ず
黛
↓
『
¢
冨
≦
冨
房
壁
＝
凹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
ゆ
　
ロ
　
　

○
ヨ
一
昌
O
⊆
。
。
自
尻
魯
℃
℃
¢
O
円
僧
昌
O
①
O
h
巴
住
”
O
ヨ
O
刷
出
二
〇
薗
蘭
留
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
ロ
　
　
ロ
　
　
　
　
　
ロ
　
　

目
『
¢
器
魯
♂
薮
①
冒
O
凶
O
『
籔
ぴ
｝
O
巳
鵬
三
ぼ
8
≦
ぼ
O
ゲ
暮
Φ
℃
①
ロ
巴
冨
≦
O
器
房
ぱ
の

く
宕
昏
β
ψ
目
『
O
o
o
①
9
尻
↓
げ
⑦
一
B
④
鋤
ω
二
『
¢
一
〇
〇
駐
的
ヨ
凶
。
。
0
穏
k
．

目
プ
⑳
q
。
O
弼
一
住
ユ
津
一
⇒
㈹
一
コ
↓
げ
讐
ψ
¢
ρ
旨
塁
σ
O
O
O
ヨ
0
鉾
O
O
吋
づ
o
o
9
芝
げ
O
ω
げ
β
＝
円
0
ω
↓
O
円
⑦
ぱ

δ
一
濠
勺
（
②
、
℃
・
8
）
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冒
。
。
9
σ
9
男
国
巷
σ
Q
o
o
α
訳
（
一
八
八
七
）
】
”

O
戸
ぎ
亘
8
9
一
〇
ヨ
舞
9
0
h
げ
仁
§
き
の
0
9
魯
。
。
・
一
〇
戸
一
〇
ω
ω
＄
o
h
ヨ
自
§
q
o
馬

ω
〇
三
ω
8
§
◎
≦
超
一
〇
8
き
ヨ
8
≦
ぼ
9
富
辰
巴
一
一
冨
↓
爵
①
訂
≦
蚕
。
・
。
。
ξ
圃

虫
旨
弩
。
蕩
魯
ω
窪
8
0
h
ゲ
①
ξ
博
○
戸
ヨ
g
巴
9
催
吐

↓
審
匂
・
＄
♂
岳
ゆ
ぎ
。
×
o
達
三
〇
の
o
o
一
巴
昌
お
窪
貯
8
≦
ぼ
9
一
冨
℃
Φ
銘
＝
9
≦
。
・
虫
口
o
q

浮
。
冒
8
⇔
傷
。
ヨ
濤
α
肩
冨
匂
・
o
o
一
。
・
魯
②
一
望
ヨ
。
器
詳
k
o
馬
≦
樫
9
0
冨
α
器
ω
。
・
’

↓
げ
¢
。
。
o
呉
G
Q
o
ぎ
o
Q
像
。
≦
口
ω
＃
⑦
餌
ヨ
ぎ
浮
誌
σ
Q
三
b
§
翅
σ
8
0
旨
。
㊤
8
壱
。
。
ρ
≦
ぎ

ω
冨
葛
ゆ
ω
蕊
。
ぱ
器
竃
く
③
、
霧
N
）

　
「
『
水
、
冥
』
篇
」
の
英
語
原
文
を
尻
菩
9
男
国
巷
o
q
o
o
血
訳
と
比
べ
れ
ば
、

同
じ
意
味
を
表
わ
す
単
語
に
非
常
な
相
違
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
一
目
瞭
然

で
あ
る
。
原
抱
一
庵
は
】
旨
げ
色
国
国
巷
α
q
o
o
α
訳
に
基
づ
い
て
翻
訳
し
て
い
た

こ
と
は
ほ
ぼ
否
定
で
き
る
。

　
『
国
民
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
『
水
、
冥
』
篇
」
の
英
語
の
原
文
と

『
文
芸
倶
楽
部
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
そ
の
英
語
の
原
文
と
比
較
す
る
と
、

『
国
民
萩
聞
』
の
英
語
原
文
に
は
誤
植
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
ぎ
6
は
巨
。
で
あ
る
は
ず
で
、
8
は
8
の
間
違
い
で
あ
る
。
ま
た
『
文

芸
倶
楽
部
』
の
℃
9
葺
は
恐
ら
く
鵠
夢
の
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
で
あ
ろ
う
。
要
す

る
に
、
い
ず
れ
も
英
語
の
原
文
を
入
力
す
る
と
き
、
誤
植
が
避
け
ら
れ
な
か

っ
た
。

　
上
記
の
「
『
水
、
冥
』
篇
」
の
英
語
原
文
の
誤
植
を
度
外
視
し
て
、
一
八
六

二
年
版
O
プ
巴
①
。
・
国
●
≦
ま
。
ヨ
訳
と
比
較
し
た
場
合
、
違
う
と
こ
ろ
は
三
つ
し

か
な
い
。
「
？
」
と
「
！
」
、
「
O
互
と
「
O
げ
」
、
「
U
紹
魯
」
と
「
α
8
夢
」
の

違
い
は
入
力
ミ
ス
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
宣
①
×
o
蜜
三
〇
は
正
し
い
ス
ペ
リ

ン
グ
で
あ
り
、
「
『
水
、
冥
』
篇
」
の
ぎ
。
首
。
§
三
〇
は
誤
植
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

原
抱
一
庵
が
翻
訳
す
る
と
き
使
っ
た
底
本
は
O
び
壁
＄
国
・
乏
ま
。
露
訳
で
あ
る

と
確
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
同
じ
O
け
程
＄
即
≦
ま
。
ξ
訳
で
あ
る
が
、

一
入
六
四
年
版
と
一
八
六
二
年
版
と
は
一
箇
所
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
Q

と
O
ぽ
の
違
い
で
あ
る
。
「
『
水
、
冥
』
篇
」
の
英
語
原
文
は
○
ず
と
書
い
て
あ

る
た
め
、
そ
の
底
本
は
一
八
六
二
年
版
O
げ
碧
色
。
。
甲
乏
ま
。
ξ
訳
で
あ
る
と
判

定
で
き
る
だ
ろ
う
。

結
び

　
原
抱
一
庵
は
ユ
ゴ
ー
か
ら
「
社
会
の
罪
」
と
い
う
考
え
方
を
学
び
、
森
田

思
軒
の
文
学
の
影
響
を
受
け
、
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
の
部
分
訳
で
あ
る
「
ジ

ヤ
ン
バ
ル
ジ
ア
ン
」
を
原
文
に
忠
実
に
翻
訳
し
た
。
訳
文
中
に
付
加
さ
れ
て

い
る
英
語
の
原
文
を
通
し
て
、
彼
が
翻
訳
す
る
と
き
に
使
っ
た
底
本
は
一
八

六
二
年
版
O
冨
審
g
。
即
≦
ま
。
ξ
訳
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
は
基
本

的
な
作
業
で
あ
り
、
原
抱
一
庵
の
ユ
ゴ
ー
作
品
翻
訳
に
つ
い
て
は
今
後
の
課

題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

〔
付
記
〕
、
明
治
期
に
お
け
る
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
の
翻
訳
・
翻
案
に
つ
い
て
は

　
「
明
治
翻
訳
文
学
年
表
　
ユ
ゴ
ー
編
」
『
明
治
翻
訳
文
学
全
集
《
新
聞
雑
誌

　
編
2
4
》
ユ
ゴ
ー
集
1
』
（
大
空
社
、
一
九
九
六
年
）
と
「
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
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ブ
ル
』
翻
訳
作
晶
年
表
」
『
図
説
翻
訳
文
学
総
合
事
典
』
第
四
巻
（
大
空

　
社
、
二
〇
〇
九
年
十
一
月
）
を
参
照
し
た
。

、
引
用
文
は
、
文
意
を
損
な
わ
な
い
か
ぎ
り
、
適
宜
通
用
の
文
字
に
改
め
、

　
ル
ビ
を
省
略
し
た
。

（
注
－
）
稲
垣
直
樹
「
ユ
ゴ
ー
と
月
本
」
『
図
説
翻
訳
文
学
総
合
事
典
』
第
五

　
　
　
巻
（
大
空
社
、
二
〇
〇
九
年
十
一
月
）
、
二
＝
二
～
二
一
四
頁
。

（
注
2
）
同
右
、
二
〇
七
～
二
〇
八
頁
。

（
注
3
）
同
音
、
二
一
一
頁
。

（
注
4
）
屋
木
瑞
穂
「
樋
口
一
葉
『
琴
の
音
』
に
関
す
る
一
考
察
”
ヴ
ィ
ク
ト

　
　
　
ル
・
ユ
ゴ
ー
『
哀
史
』
と
の
比
較
を
通
し
て
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語

　
　
　
学
文
学
』
1
0
、
一
〇
七
～
一
二
｝
頁
）
。
そ
の
注
（
8
）
で
は
、
「
哀

　
　
　
史
の
片
鱗
」
の
訳
者
は
原
抱
一
庵
だ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

（
注
5
）
屋
木
瑞
穂
「
樋
口
一
葉
『
琴
の
音
』
に
関
す
る
一
考
察
”
ヴ
ィ
ク

　
　
　
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー
『
哀
史
』
と
の
比
較
を
通
し
て
」
（
『
三
重
大
学
日
本

　
　
　
語
学
文
学
』
1
0
、
一
〇
七
～
一
二
一
頁
）
。

（
注
6
）
『
早
稲
田
文
学
』
第
百
号
、
明
治
二
八
年
十
一
月
、
四
二
～
四
三
頁
。

（
注
7
）
原
抱
一
庵
訳
で
は
冒
き
く
呂
8
づ
の
訳
と
し
て
、
「
ジ
ヤ
ン
バ
ル
ヂ

　
　
　
エ
ン
」
「
ジ
ア
ン
バ
ル
ジ
ア
ン
」
、
「
ジ
ヤ
ン
バ
ル
ジ
ア
ン
」
、
・
「
ジ
ヤ

　
　
　
ン
バ
ル
ジ
ヤ
ン
」
が
あ
り
、
不
統
一
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
ジ
ャ
ン

　
　
　
バ
ル
ジ
ア
ン
」
は
最
も
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。

（
注
8
）
「
ジ
ヤ
ン
バ
ル
ジ
ア
ン
」
『
明
治
翻
訳
文
学
全
集
《
新
聞
雑
誌
編
》
2
4

　
　
　
ユ
ゴ
ー
集
1
』
（
大
空
社
、
一
九
九
八
年
V
、
三
九
四
頁
。

（
注
9
）
「
題
未
定
」
『
明
治
翻
訳
文
学
全
集
《
新
聞
雑
誌
編
》
2
4
ユ
ゴ
ー
集

　
　
　
1
』
（
大
空
社
、
　
一
九
九
八
年
）
、
三
七
九
頁
。

（
注
1
0
）
「
白
日
行
の
闇
」
『
明
治
翻
訳
文
学
全
集
《
新
聞
雑
誌
編
》
2
4
ユ
ゴ

　
　
　
一
重
1
』
（
大
空
社
、
　
一
九
九
八
年
）
、
四
〇
五
頁
。

（
注
1
1
）
「
ジ
ヤ
ン
バ
ル
ジ
ア
ン
」
『
明
治
翻
訳
文
学
全
集
《
新
聞
雑
誌
編
》
2
4

　
　
　
ユ
ゴ
ー
集
1
』
（
大
空
社
、
一
九
九
八
年
）
、
三
八
七
頁
。

（
注
1
2
）
「
断
頭
台
」
『
明
治
翻
訳
文
学
全
集
《
新
聞
雑
誌
編
》
餌
ユ
ゴ
ー
集

　
　
　
1
』
（
大
空
社
、
　
一
九
九
八
年
）
、
四
〇
六
頁
。

（
注
1
3
）
「
ジ
ヤ
ン
バ
ル
ジ
ア
ン
」
『
明
治
翻
…
訳
文
学
全
集
《
新
閤
雑
誌
編
》
餌

　
　
　
ユ
ゴ
ー
集
1
』
（
大
空
社
、
一
九
九
八
年
目
、
三
八
九
頁
。

（
注
1
4
）
「
ジ
ヤ
ン
バ
ル
ジ
ア
ン
」
『
明
治
翻
訳
文
学
全
集
《
新
聞
雑
誌
編
》
鋳

　
　
　
ユ
ゴ
ー
集
1
』
（
大
空
社
、
　
一
九
九
八
年
）
、
三
九
〇
頁
。

（
注
1
5
）
「
『
水
、
冥
』
篇
」
『
明
治
翻
訳
文
学
全
集
《
新
聞
雑
誌
編
》
2
4
ユ
ゴ

　
　
　
一
再
1
』
（
大
空
社
、
一
九
九
八
年
）
、
三
九
三
頁
。

（
注
1
6
）
稲
垣
直
樹
『
「
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」
を
読
み
な
お
す
』
（
白
水
社
、

　
　
　
一
九
九
八
年
七
月
ハ
）
、
八
頁
。

（
注
1
7
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
と
、
　
一
八
九
二
年
以
前
に
は
、
上
記
三

　
　
　
種
以
外
に
、
次
の
二
種
の
英
訳
溺
出
版
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
。
た
だ

　
　
　
し
、
筆
者
は
未
見
で
あ
る
。

　
　
　
（
ず
言
”
＼
＼
g
．
乱
吾
⑩
魯
「
。
超
≦
ま
＼
富
P
憲
。
・
承
。
崇
〉
り
冬
季
）

　
　
　
＊
⇒
き
ω
巨
a
ξ
ピ
器
8
幕
。
・
妻
B
×
邑
．
戸
。
巳
8
“
寓
ξ
。
・
雷
a
匂
ご
一
8
冨
＃
．

　
　
　
0
9
0
げ
2
一
G
◎
ひ
P
月
げ
0
対
話
酔
b
ご
居
一
昌
。
。
げ
賃
9
β
巴
9
δ
P

　
　
　
＊
難
き
。
。
巨
。
村
毒
百
。
≦
p
匹
。
ず
日
。
巳
”
≦
お
5
冠
一
。
。
ひ
Q
・
℃
‘
σ
一
一
旨
9
ξ

　
　
　
重
扇
9
巳
匂
9
自
8
β
℃
鐸
三
誌
ゲ
窪
。
・
●

（
注
1
8
）
「
『
水
、
冥
』
篇
」
『
明
治
翻
訳
文
学
全
集
《
新
聞
雑
誌
編
》
2
4
ユ
ゴ
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i
集
1
』
（
大
空
社
、
　
一
九
九
八
年
）
、
三
九
三
頁
。

（
注
1
9
）
「
『
水
、
冥
』
篇
」
『
明
治
翻
訳
文
学
全
集
《
新
闘
雑
誌
編
》
2
5
ユ
ゴ

　
　
一
集
H
』
（
大
空
社
、
一
九
九
八
年
）
、
一
二
二
頁
。
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